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ETStJZO MATSUl，CEUJIOKAYA，AKIKO TAKEUCHI，   

and YosHIHIRO SHIMIZU．   

Ronsivallietall）．have devisedamethodtodetermine thebacterialpermeabilityof  

piasticfilms．   

Theauthors ofthe present paperadopted Ronsivalli’s method to the plastic films  

filmsshowninTable．1 Seven or eightpouches（7，8×7．8cm）ofeachfilmfilledwith  

the growth medium of Difco－Bact・Trypton and a few dry pease which had been  

previo11Slyysteri1izedby heatingat1200C．for15min．，andheat－Sealed by animpulse  

sealer，WereSubjected totheirradiationby Tray of60Coat4．5Mradforthepurpose  

of cold steri1ization，followed byimmersionin a contaminated medium with Cl．  

pasteurianumoflO7／ccconcentration．Afterremovalfromthecontaminatedbath，the  

poucheswereincubatedat35OC．for7days，andtheninspectedastothegasformation  

and turbidity，Theanaerobic Cl．pasteurianum has been provedbytheauthorstogrow  

rapidlyin theaerobicDifco－Bact－Tryptonmedium．   

1n the preliminary test，One Of eightpouchesshowed the bacterialcontamination，  

Which，Prbbably dueto the failure of heat－Sealing．Therefore the operaters became  

morecarefulfor heat－Sealingofpouches．   

1n thefirst experimentcarriedout，Withgreatercare ofheat sealing．Allof the  

test poucheswere observedto remainsteri1e．  

Thesame result was obtained fromthe second experiment．   

Thus，itissafe to say thattheplastic用ms areimpermeable tothebacteria．  

Thefilms aspouch materials were tested with respect to UV transmittance，（a）  

beforeirradiation by T ray（eg．theoriginalfilm），（b）afterirradiation，keepinginair，  

（c）afterirradiation，keepingin contaminated growth medium．And，aS the result，  

any noticable differencesbetween（b）and（C）werenotdetectcd（Fig．2－5）  

緒  

Ronsivalliら1）はプラスチック・フイルムで袋を作り，その中へ培養基を入れ，60CoによるT線  
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を4．5Mrad照射して殺菌し，この袋を魚を腐らせた粥状の汚染菌浴中に5．50C，30日間つけ，  

取出して20＝C，6日間インキューベー卜したのち，袋の申の培養基に細菌が繁殖したか否かを観  

察した（すなわちガスが発生しているか，液が濁っているか）．その結果，袋の中で細菌が繁殖し  

たものが133袋のうち15袋あり，そのうち10袋は袋の欠陥によるものであったが，残りの5袋は肉  

限で観察してその原因がつかめなかった．   

著者らはRonsivalliらの実験にほぼ従い，フィルムが果して細菌を透過するか否かを検討して  

みた．但し汚染浴に使う細菌には菜状のよく知れたCl．pasteurianumを採用し，培養基にはこの  

菌がよく繁殖するPE－2培地を用いた．この両者は著者の2人が使い別れているものであって，  

嬢気性の菌ではあるが好気的にも容易に培養できるものである．  

本  研  究  

実験方法  

プラスチック・フィルム2枚を重ね，3方をヒートシールして袋を作る（シール幅1．5mm，シ  

ール間隔，すなわち袋の内幅78mm）．これに培養基24ccを入れ，上部（すなわちヘッドスペー  

ス）を手指で押えて空気を追出しながらインパルス・シーラーでヒートシールする．（Fig．1参照）  

4方のシールの内径を78×78mmにする．  

1種類のフィルムで，この袋詰め10個を作  

り，直ちに当研究室から堺市にある大阪府立  

放射線中央研究所へ持参し，（所要時間2．5－  

3時間）照射室の線源より一定間隔のとこ  

ろ，すなわち同一円周上に，この袋をクリッ  

プで懸垂させ，一晩中60Coからの「線を  

県射し，翌朝4．5Mrad照射した時点で取出  

し，当研究室へ持ち帰る．  

10袋のうち，2袋をコントロールとして室  

内へ残し，7～8袋を，袋の上部の部分のと  

ころを切り去ってから，細菌の繁殖している  
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Fig．1Test pouch，filledwith bacterial  
growth meditlm  

汚染菌浴（冷蔵庫中50Cに保ってある）の  

申へつける，7日ののちこの袋を取出し，外部を清水で洗ってから，350Cの恒温室で7日間イン  

キューベー 卜する．   

袋の中の培養基は放射線で完全に殺菌されているはずであるから，もし袋内にガスが発生する  

か，または液が混濁していて腐敗が認められたら，フィルムを透してか，あるいはシール部の間隙  

から外部の細菌が侵入したことになる．   

袋の申の培養基はDifcoのBacto－Tryptone培地の2％液12ccを試験管に入れ，乾燥したエ  
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ンドゥ豆数個を加えて綿栓し，レトルト中で1200C，15分間加熱殺菌したものであって，これの2  

本分を1袋につめ，さらに㌻線で室温照射殺菌したものである．この培養基は肝片ブイヨンと同じ  

ょうに嫌気性菌を好気的にも培養できる．これをPE－2培養液とよぷ．供試菌はこの培養液によ  

く発育する．   

細菌で汚染させた菌浴は21の同じPE－2培地にCl．pasteurianumを加えて薗濃変を1・4～  

4．0×107個／CCとし，50Cに保つ．  

実験結果   

（1）予備実験一初めての読みであって，様子がわからぬこともあるので，ポリエチレン・  

フイルムで袋を作り，PE－2培地を入れ，放射線で殺菌し，上掲の方法で汚染菌浴申に沈め，次  

にインキューベー卜したところ，6袋のうち1袋がガス発生と液濁しているのが認められた・その  

袋を換らペたが欠随を肉眼で見出し得なかった．しかし以後袋作りを一層慎重にするよう心がけた・  

（2）第1国英敏一実験に供したフィルムの露類と厚さはTal）1e・1に示す通りである・  

Tablel Filmsofpouches，uSedinthelstCXperiment  

Pouchesrtestedlpouch，COntaminated   Kind ofⅢ皿S  I Thickness（mm）  

各種のプラスチック・フイルムについて，各々10偶の袋詰めを造り，上記の収序通り放射線殺菌  

ヽ し，そのうちの2袋をコントロールとして残し，残り7～8袋を50Cの汚染菌浴（菌感度1・6～  
4．0×107個／cc）に漬け，のち370Cで7口問インキューベー卜した・全部異状はなく，フィルム  

を透しての菌の侵入はなかった．  

（3）第2回実験一同じ一連の実験をもう一皮染返してみた・このときは汚染菌浴の温度を室  

温にしたが，やはり総て異状はなかった．（Table．2）  

（4）細菌の大きさとフイルムの試験一細菌の大きさは顕微鏡写真で測定すると，Fig・2の如  

く0．9X5．6拘」睦子は1．3×2．5〝であって，E．coliと比較すると大きい・  

Table．2 Films of pouches，tlSedin the2nd experiment  

1
．
F
、
一
 
 

Thickness（mrn）lpouches・LesLed Lpouch・COntaminated  Kind of fil皿S  
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Cl・paSteurianumo．9jLX2，5－5，6JL．SpOrC  E．co】i（LF．0．No．3240）0．6jLXl．0－1，9JL．  

1．3LLX2．5jL・Enlargedx1500（C・Okaya）  Enlargedx1500（C．Okaya）   

Fig・2 SizeofCl・paSteurianum usedin thise＝periment，COmparingwithE．coli   

プラスチック袋の試験には，3方シールの袋（袋のロがあいている）の内外に食塩水を毘き，フ  

ェノールフクレン少量を加えたのち，直流の電気回路をつくってみたが，電流は流れなかった．袋  

にリーケージがなく，フィルムにピンホールも，シール欠陥もないことを示した．なお汚染菌浴に  

漬けてある袋の1つを取出し，試みに針の先でフィルムに極めて小さな傷をつけて，再び菌浴に漬  

けると，一夜のうちに袋の中の培養基が洩り，ガスが発生しているのが認められた．すなわち袋の  

申の培養基には容易にこの菌が繁殖することが実証された．  

（5）周射後のフィルムの状態－（a）元のフィルム，（b）照射後空気中室温に保存のもの，（C）  

フイルムの片面が培養基に接し，照射を受けてのち，他の片面が汚染菌浴に接触していたもの，こ  

の3種の試料について，各波長における紫外線透過率を測定し曲線を画いた．   

この線量（4．5Mrad）の照射により，各フイルムは少しばかり変化する．（i）ポリエチレン  

lhi⊂kness O．030 mm  
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Fig・3 UVTransmittanceofPolyethylene Fig・4 UVTransmittance of Polyvinylchloride  
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lhi⊂kness O．05 mm  
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Fig，6 UV TraTISmittanceofPolycarbonate  

ど0 230 2GO 2ら0 300 320 340 360 380  
Wqvelength（m㍗）  

Fig．5 UVTransmittance ofPolyamidell  

（Fig．3）は短波長域で紫外線透過率が減少するが，これは照射ポリエチレンに共通の性質である・  

しかし汚染菌浴に接触したための影替はほとんど見られなかった・（ii）ポリ塩化ビニル（Fig・4）  

は照射により着色した．そのため紫外線透過率は減少し，曲線は下方にさがった・しかし汚染菌俗  

による変化は認められなかった．（iii）ポリアミド11（Fig．5）は照射により波長280mβに僅か  

の吸収が現われた．菌浴に漬けたもののうち弱い吸収が現われた一例があったが，なお未詳である・  

（iv）ポリカーポネート（Fig．6）も照射により波長290～330m〟において紫外線透過率が減少す  

るが，菌浴による影響は認められなかった・   

要するにこの実験範囲内でほ，汚染菌浴による包装材料の変化はほとんどなかった・ただポリア  

ミドだけが極めて僅少ながら紫外線吸収が認められた・  

結   

プラスチック・フイルムに何らの損傷もなく，ヒートシールも満足に行なわれているならば，こ  

れで造った袋は外から内へ細菌の侵入がないことが本実放で証明された・  
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